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確率空間 (X ,F , µ)と，G = Zdまたは Rdが作用する保測変換 TG = {Tg : g ∈ G}の組を保測力学系と
呼ぶ．(X ,F , µ,TZd)がベルヌイシフトであるとは，直積確率空間とその上のシフトと同型になることで

ある．また (X ,F , µ,TRd)がベルヌイであるとは，変換を Zd作用に制限した (X ,F , µ,TZd)がベルヌイシ

フトになることである．本講演ではこれらを単にベルヌイ性と呼ぶことにする．ベルヌイは保測力学系の

同型においてエントロピーを完全不変量にするクラスであり，これは Ornsteinの同型定理として知られ

ている [3]．

離散行列式点過程のベルヌイ性は既に示されており [1]，さらに強い条件下で弱ベルヌイ性（ベルヌイ性

よりも強い性質）も知られている [4]．一方で連続の場合は未解決であった．行列式点過程とはその（底空

間の測度に対する）相関関数 ρn が、核関数K の行列式で与えられる点過程である:

ρn(x1, . . . , xn) = det[K(xi, xj)]
n
i,j=1

Rd 上の平行移動不変な核関数K(x, y) = k(x− y)をもつ行列式点過程は平行移動不変となる．本講演で

はこのような行列式点過程に対して，ベルヌイ性を示す．保測力学系において，このベルヌイ性は [2]で

示した tail自明性よりも真に強い性質である．

証明では，R.Lyons-J.Steif [1]による Zd上の定常行列式点過程のベルヌイ性を連続に持ち上げ，この問

題を解決する．まず [2]で導入した行列式点過程の離散近似に対してベルヌイ性を示す．更に，Ornstein

の同型理論により連続空間に持ち上げることで，連続空間の行列式点過程のベルヌイ性を証明する．
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